
寸
日

本

銀

行

調

査

月

報

日

次

序一
、
日
本
銀
行
調
査
月
報
の
構
成
変
遷

戦

時

中

に)

終
戦
時
か
ら
昭
和
三
十
年
末
ま
で

ィ
、
昭
和
二
十
年
八
月
J
同
二
十
一
年
十
二
月
間

ロ
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
J
同
二
十
五
年
三
月
間

ハ
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
J
同
三
十
年
十
一

月
間

ェ
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
以
降

二
、
第
二
巻
J
第
六
巻
の
編
集
方
針

付

収
録
資
料
の
分
類

(二3

収
録
資
料
の
巻
別
配
分

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
ハ
一
〉
」
解
題

(
一
一
)
」

解

題

土

屋

喬

雄

序

こ
の
第
二
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
の
計
五
巻
に
は
、
昭
和
二
十
年
終
戦
時
か
ら
同
三

十
年
末
ま
で
の
約
十
年
間
に
お
け
る
日
本
銀
行
調
査
局
作
成
に
か
か
る
「調
査
月
報
」

を
収
録
し
た
。

日
本
銀
行
に
お
け
る
調
査
活
動
は
、
中
央
銀
行
と
し
て
の
金
融
政
策
の
運
営
な
ら

び
に
業
務
の
遂
行
に
欠
〈
と
と
の
出
来
な
い
重
要
な
職
務
で
あ
り
、
こ
の
た
め
同
行

で
は
本
底
部
局
室
、
支
庖
~
海
外
駐
在
事
務
所
な
ど
多
〈
の
部
署
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
担
当
す
る
業
務
に
関
係
す
る
各
種
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

な
か
で
も
調
査
局
は
調
査
専
管
部
署
と
し
て
内
外
の
金
融
財
政
経
済
全
般
を
対
象

と
し
て
総
合
的
な
観
点
か
ら
そ
の
動
向
の
的
確
な
る
把
握
に
努
め
て
お
り
、
か
か
る

活
動
の
成
果
の

一
つ
が
こ
の

「調
査
月
報
」
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の

調
査
月
報
は
わ
が
国
金
融
史
.の
研
究
上
不
可
欠
な
基
礎
資
料
で
あ
る
。
日
本
銀
行
の

調
査
月
報
の
歴
史
は
古
〈
、
同
行
に
調
査
局
が
設
置
さ
れ
た
明
治
三
十
九
年
八
月
以

来
作
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
前
身
で
あ
る
「
日
本
銀
行
統
計
月
報
」
(
同
年
報
を

本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
第
十
九
巻
に
収
録
済
)
の
作
成
開
始
時
期
か
ら
み
れ
ば

明
治
二
十
三
年
十
月
以
来
今
日
ま
で
八
十
八
年
に
わ
た
り
連
綿
と
作
成
し
続
け
ら
れ

て
い
る
。



こ
の
調
査
月
報
は
昭
和
三
十
二
年

一
月
号
か
ら

一
般
に
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
日
本
銀
行
内
部
の
事
務
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
従
っ
て
外
部
へ
の
配
布
は
特
定
の
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、

一
般
に

は
入
手
困
難
な
資
料
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
木
日
本
金
融
史
資
料
の
編
集
に
当
っ
て

は
つ
と
に
こ
の
調
査
月
報
を
優
先
的
に
採
録
し
て
一
般
の
剰
用
に
供
す
る
と
と
と

し
、
明
治
大
正
期
に
作
成
き
れ
た
調
査
月
報
は
既
に
刊
行
の
「
明
治
大
正
編
」
全
一
一

十
五
巻
ハ
昭
和
三
十
年
J
同
三
十
六
年
間
に
刊
行
〉
の
第
十
九
・二
十
・
二
十
一
巻
の

=
一
巻
に
収
録
し
、
さ
ら
に
昭
和
二
年
以
降
同
二
十
年
ま
で
の
昭
和
期
に
作
成
さ
れ
た

各
月
報
は
本
金
融
史
資
料
「
昭
和
編
」
全
一
一
一
十
五
巻
(
昭
和
三
十
六
年
J
同
四
十
九
年

聞
に
刊
行
〉
の
う
ち
第
七
・入
・
九
巻
の
三
巻
に
収
録
し
て
公
開
し
た
。
従
っ
て
今
回

は
、
こ
れ
に
続
き
終
戦
時
か
ら
昭
和
三
十
年
末
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
各
月
報
を
「昭
和

続
編
」
第
二
巻
以
降
第
六
巻
ま
で
の
計
五
巻
に
収
録
し
て
公
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
従
来
同
行
内
部
資
料
で
あ
っ
た
制
査
月
報
は
本
金
融
史
資
料
に

収
録
さ
れ
て
順
次
公
開
さ
れ
た
が
、
明
治

・
大
正

・
昭
和
三
代
に
わ
た
る
そ
の
数
量

は
膨
大
で
あ
り
、
こ
の
た
め
「
明
治
大
正
編
」
お
よ
び
「
昭
和
編
」
で
は
い
ず
れ
も

紙
何
の
制
約
か
ら
全
文
を
復
刻
す
る
と
と
は
出
来
ず
、
掲
載
資
料
の
主
体
を
な
す
経

済
情
勢
資
料
に
つ
い
て
は
産
業
関
係
を

一
般
概
況
程
度
に
と
ど
め
(
荷
品
別
生
産

・

商
況
な
ら
び
に
運
輸
な
ど
個
別
産
業
動
向
資
料
を
割
愛
〉
、

金
融
関
係
を
重
点
的
に

収
録
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
か
、
内
外
金
融
経
済
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
そ
の
概

要
会
取
り
ま
と
め
た
要
録
に
つ
い
て
も
同
様
に
国
内
金
融
中
心
に
抄
録
に
と
ど
め
ざ

る
-V
一得
な
か
っ
た
(
資
料
収
録
状
況

「明
治
大
正
編
」
お
お
む
ね
六

t
七
割
、
「昭

和
編
」
同
四
J
六
割
)
。
こ
の
点
、
今
回
の
「
昭
和
続
編
」
に
お
い
て
は
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
収
録
を
求
め
る
木
金
融
史
資
料
利
用
者
の
要
望
を
勘
案
し
て
収
録
巻
数
を

前
記
の
ご
と
ぐ
五
巻
と
し
、
既
刊
編
よ
り
も
三
巻
噌
や
し
て
収
録
の
増
加
を
図
っ

た
。
こ
の
結
果
、
囲
内
お
よ
び
海
外
の
経
済
情
勢
資
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
内
外
金

融
経
済
の
要
録
と
主
要
経
済
日
誌
、
さ
ら
に
財
政
収
支
、
銀
行
券
の
動
向
分
析
資
料

な
ど
定
期
掲
載
の
記
録
資
料
全
文
と
論
説
の
う
ち
戦
後
十
年
間
の
わ
が
国
経
済
に
関

す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
(
掲
載
論
説
数
の
九
割
弱
)
を
収
録
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
、
論
説
中
戦
前
の
閣
内
経
済
に
関
す
る
も
の
や
海
外
諸
国
の
経
済
に
関
す
る

も
の
、
あ
る
い
は
前
記
国
内
経
済
情
勢
の
付
属
計
表
中
毎
月
の
重
複
計
数
と
掲
載
期

聞
の
短
い
補
足
的
計
数
な
ど
調
査
月
報
掲
載
資
料
数
の
約
三
割
弱
に
相
当
す
る
も
の

は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
上
、
「
昭
和
続
編
」
に
お
け
る
調
査
月
報
の
収
録
要
領
を
概
説
し
た
が
、
次
に
本

巻
は
調
査
月
報
収
録
巻
(
計
五
巻
)
の
初
巻
に
当
る
の
で
、
こ
こ
で
戦
時
中
か
ら
戦

後
十
年
間
に
か
け
て
の
調
査
月
報
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
の
構
成
の
変
遷
と
同
月
報
作

成
の
主
体
で
あ
る
日
本
銀
行
調
査
局
の
機
構
の
沿
革
等
を
併
せ
て
跡
付
け
、
さ
ら
に

こ
の
第
二
巻
か
ら
第
六
巻
に
わ
た
っ
て
収
録
し
た
資
料
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
総
括

的
に
説
明
を
行
な
い
利
用
の
便
に
供
し
た
い
と
思
う
。

一
、
日
本
銀
行
調
査
月
報
の
構
成
変
遷

調
査
月
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
の
構
成
は
、
明
治

・
大
正

・
昭
和
の
三
時
代

を
通
し
て
か
な
り
の
変
化
を
み
て
い
る
が
、
明
治
以
降
昭
和
二
十
年
ご
ろ
ま
で
の
変

選
に
つ
い
て
は
既
に
「
昭
和
編
」
第
七
巻
の
解
題
に
お
い
て
概
説
し
て
い
る
の
で
、

こ
ζ

で
は
戦
時
中
掲
載
資
料
の
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
調
査
月
報
が
戦
後
十
年
間



に
い
か
よ
う
に
改
善
さ
れ
充
実
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
過
程
を
作
成
主
休
で
あ
る
調

査
局
の
機
構
の
拡
充
状
況
と
併
せ
て
跡
付
け
る
と
と
と
す
る
。

i蹴

時

中

は
じ
め
に
戦
時
中
に
お
け
る
状
況
を

一
瞥
し
て
お
く
と
、
当
時
の
調
査
局
は
戦
局

の
深
刻
化
と
と
も
に
同
局
人
員
の
節
減
と
事
務
簡
素
化
の
要
請
が
強
ま
り
、
昭
和
十

七
年
五
月
の
日
本
銀
行
改
組
時
に
は
既
存
の
五
係
(
金
融
財
政
、
産
業
貿
易
、

園
、
図
書
、
庶
務
)
の
う
ち
内
外
調
査
活
動
の

主
体
を
な
す
金
融
財
政、

産
業
貿

易
、
外
国
の
三
係
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
替
り
こ
れ
ら
=
一係
で
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
い

た
資
料
の
収
集
整
理
と
統
計
作
成
の
事
務
を
集
中
し
て
資
料
係
が
新
設
さ
れ
、
さ
ら

に
二
十
年
四
月
に
は
時
局
の
緊
迫
に
対
応
し
て
つ
い
に
係
制
が
全
廃
さ
れ
て
、
局
名

も
調
査
部
と
な
っ
た
〈
調
査
局
実
働
男
子
人
員
:
;
:
ピ
ー
ク
時
昭
和
十
二
年
七
七

名
、
十
七
年
十
一

月
六
五
名
、
二
十
年
四
月
二
二
名
)
。

こ
う
し
た
組
織
の
縮
小
と
人
員
の
減
少
か
ら
必
然
的
に
調
査
活
動
の
減
退
を
余
儀

な
ぐ
さ
れ
、
調
査
月
報
に
つ
い
て
は
掲
載
資
料
の
削
減
と
そ
の
内
容
の
簡
略
化
を
免

れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
調
査
月
報
掲
載
資
料
の
主
体
を
な
し
て
い
た
内
外
経
済

情
勢
資
料
は
既
に
昭
和
十
六
年
五
月
か
ら
不
掲
載
と
な
り
、
要
録
、
日
跡
、
統
計
の

い
わ
ば
付
録
的
資
料
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
十
七
年
七
月
以
降
は
資
料
収
集

の
困
難
化
と
防
諜
上
の
配
慮
等
か
ら
か
統
計
も
不
掲
載
と
な
り
、
要
録
、
日
誌
の
み

が
残
り
、
月
報
名
称
も
寸
調
査
事
務
資
料
」
と
改
称
さ
れ
て
終
戦
の
二
十
年
八
月

(
同
局
男
子
人
員
九
名
〉
ま
で
こ
う
し
た
状
況
が
続
い
た
。

「
日
木
銀
行
調
査
月
報
(
一
)
」
解
題

に)

終
戦
時
か
ら
昭
和
三
十
年
末
ま
で

前
記
の
と
お
り
戦
時
中
に
お
け
る
一副
査
局
の
業
務
は
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
終
戦
後
は
人
員
の
増
強
、
組
織
の
拡
充
に
伴
い
調
査
活
動

は
活
発
化
し
、
そ
の
成
果
の
調
査
月
報
も
漸
次
充
実
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
戦
後
十

年
聞
に
つ
い
て
み
る
と
調
査
月
報
の
編
集
方
針
は
四
国
に
わ
た
っ
て
改
訂
さ
れ
て
い

る
の
で
、
以
下
そ
の
状
況
を
順
次
概
観
す
る
。

.

タト

ィ、

昭
和
二
十
年
八
月
J
同
二
十
一
年
十
二
月
間

終
戦
時
男
子
九
名
に
減
員
を
み
た
調
査
局
の
人
員
は
、
そ
の
後
復
員
の
開
始
と
と

も
に
急
速
に
増
員
さ
れ
、
逸
早
く
調
査
活
動
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
二
十
年
十
月
に

は
調
埜
部
は
も
と
の
調
査
局
に
改
称
さ
れ
、
同
時
に
三
課
二
係
(
内
出
制
菅
、
外
国

調
査
、
資
料
統
計
の
三
謀
お
よ
び
資
料
統
計
融
内
の
統
計
、
図
容
資
料
の
二
係
〉
が

新
設
さ
れ
て
内
部
機
構
が
拡
充
整
備
さ
れ
た
(
そ
の
後
上
記
統
計
係
は
G
H
Q
へ
提

出
す
る
統
計
を
中
心
に
事
務
量
が
著
増
し
た
こ
と
か
ら
二
十
年
十
二
月
に
統
計
局
と

し
て
分
離
独
立
。

同
分
離
直
前
の
調
査
局
人
員
五
四
名
〉
。

こ
う
し
て
調
査
局
が
復

活
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
時
中
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
諸
調
査
が
漸
次
再
開
さ
れ
て

い
っ
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
調
査
月
報
も
充
実
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
ご
十
年
八

月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
分
が
ま
と
め
ら
れ
て
戦
後
の
調
査
月
報
第
一
号
と
さ
れ
、
次

い
で
同
年
十
二
月
に
第
一
一
号
が
作
成
さ
れ
た
あ
と
、
二
十
一
年
中
は
三
か
月
ご
と
に

作
成
さ
れ
た
。
そ
の
掲
載
資
料
の
構
成
は
ほ
ぼ
戦
前
(
十
六
年
五
月
に
掲
載
資
料
削

減
を
み
た
以
前
)
の
状
態
に
復
し
、
①
「
財
界
概
況
」
、
②
寸
金
融
状
況
」
、
③
「
有
価

証
券
市
況
」、
④
「
産
業
状
況
」
、
⑤
「
海
外
経
済
事
情
」、
@
「
要
録
」
、
⑦
「日
誌
」
、

③
「
統
計
」
(但
し
こ
十
年
八
J
十
一

月
号
の
み
掲
載
〉
の
諸
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。



し
か
し
、
戦
後
問
も
な
い
混
と
ん
と
し
た
社
会
経
済
情
勢
下
で
の
調
査
活
動
は
困
難

を
極
め
、
資
料
や
情
報
の
収
集
整
理
も
容
易
で
な
か

っ
た
の
で
、
理
論
的
な
分
析
研

究
を
主
内
容
と
す
る
同
局
独
自
の
調
査
を
行
な
う
と
と
は
い
ま
だ
不
可
能
な
状
態
に

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
悪
い
調
査
環
境
を
反
映
し
て
、
調
査
月
報
の
内
容
も
金
融
財

政
経
済
に
つ
い
て
事
実
の
概
要
を
取
り
ま
と
め
た
「
要
録
」
が
主
休
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
(
毎
月
報
ペ
ー
ジ
数
の
約
八
割
を
「
要
録
」
が
占
め
て
い

る)。ロ
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
J
同
二
十
五
年
三
月
間

前
記
の
ど
と
〈
「
要
録
」
を
主
体
と
す
る
調
査
月
報
は
二
十
一
年
末
ま
で
続
け
ら

れ
た
が
、
こ
う
し
た
事
実
の
記
録
資
料
中
必
の
編
集
方
針
に
反
省
が
も
た
れ
、
二
十

二
年
一
月
よ
り
日
本
銀
行
独
自
の
分
析
研
究
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
資

料
を
主
体
と
し
て
よ
り
内
容
を
充
突
す
ベ
〈
編
集
方
針
の
大
改
訂
が
実
施
さ
れ
た
。

当
時
の
山
本
米
治
訓
査
局
長
は
同
編
集
方
針
改
訂
直
後
の
制
査
月
報
(
二
十
二
年
五

月
号
)
に
お
い
て
そ
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「従
来
の
調
査
月
報
は
形
式
が
些
か
回
ま
り
過
夕
、
た
こ
と
L
、
内
容
が
誰
し
も
既

に
一
応
知
っ
て
い
る
過
去
の
記
録
に
止
ま
っ
た
関
係
上
、
後
日
に
至
っ
て
過
去
の
情

勢
や
事
件
を
取
訓
ベ
る
等
の
目
的
の
た
め
に
は
頗
る
重
宝
が
ら
れ
た
る
に
拘
ら
ず
、

一
般
に
は
無
味
乾
燥
な
も
の
と
し
て
顧
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
折
角

出
す
意
味
が
少
い
の
で
、
今
般
編
鴨
方
針
に
若
干
の
変
更
を
加
え
、
名
称
も
「
調
査

時
報
」
と
改
め
て
再
出
発
す
る
こ
と
L

し
た
。
当
分
年
回
開
発
行
の
予
定
で
あ
る
。

執
筆
は
必
ず
し
も
調
査
局
員
に
限
定
す
る
必
要
な
く
、
広
〈
行
内
に
門
戸
を
開
放

し
て
差
支
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
本
行
の
刊
行
物
た
る
性
質
上
論
説
な
ど
は
あ

四

る
制
約
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い。

資
料
と
し
て
も
出
来
る
限
り

独
特
の
も
の
を
選
び
、
要
す
る
に
今
ま
で
の
調
査
月
報
よ
り
も
、
も
っ
と
興
味
あ
り

且
つ
有
誌
な
も
の
に
し
た
い
と
希
っ
て
い
る
。
調
査
時
報
の
新
発
足
に
際
し
、

百

其
の
趣
旨
と
希
望
を
述
ぶ
る
次
第
で
あ
る
。
」

こ
う
し
て
編
集
方
針
、
月
報
名
称
と
も
に
変
更
を
み
た
結
果
、
調
査
時
報
の
掲
載

資
料
の
主
体
は
「
論
説
」
と
な
り
、
さ
ら
に
後
述
の
ご
と
き
「
資
料
」
が
新
し
く
掲

載
さ
れ
て
従
来
の
事
実
記
録
資
料
中
心
か
ら
同
行
独
自
の
調
査
分
析
資
料
中
心
へ
と

名
実
と
も
に
面
目
を
一
新
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
従
来
の
調
査
月
報
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
資
料
項
目
は
「
日
誌
」
以
外
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
論
説
」
が
調
査
月
報
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
と
は
創
刊

以
来
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
爾
来
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
山
本
調
査
局

長
が
論
説
中
心
の
編
集
に
踏
み
切
ら
れ
た
こ
と
は
、
吉
野
俊
彦
元
日
銀
理
事
が
そ
の

著
書
「
戦
後
金
融
史
の
思
い
出
」
〈
五
十
年
日
本
経
済
新
聞
社
刊
〉
に
お
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
「
山
本
局
長
の
英
断
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
か

か
る
編
集
を
支
え
る
に
足
り
る
優
秀
な
人
材
が
終
戦
以
来
調
査
局
を
は
じ
め
同
行
行

内
に
揃
っ
て
来
た
れ
ば
こ
そ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
論
説
」
は
毎
月
報
平
均
四
編
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
は
、
囲
内
お
よ

び
諸
外
国
の
金
融
財
政
経
済
の
情
勢
、
政
策
、
制
度
に
つ
い
て
そ
の
時
々
の
カ
レ
ン

ト
な
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
や
基
礎
的
研
究
資
料
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
但
し
こ
の
「
昭
和
統
編
」
に
は
前
記
の
と
お
り
紙
幅

の
制
約
か
ら
全
文
の
収
録
は
同
来
ず
、
こ
の
う
ち
戦
後
十
年
間
の
園
内
経
済
に
関
す

る
主
要
な
も
の
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。



次
に
新
た
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「資
料
」
で
は
、
①
「
財
政
資
金
の
対

民
間
収
支
分
析
」
、

②
「
日
本
銀
行
勘
定
に
依
る
銀
行
券
膨
張
原
因
分
析
」
お
よ
び

③
「
各
支
唐
金
融
報
告
抜
事
」
の
一
一
一
資
料
が
定
期
的
に
毎
号
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「財

政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
」
は
財
政
資
金
を
そ
の
使
途
の
観
点
よ
り
消
費
資
金
、

事
業
資
金
、
出
資
資
金
お
よ
び
金
融
資
金
の
四
つ
に
区
分
し
、
毎
月
の
財
政
収
支
の

要
因
を
こ
れ
ら
四
資
金
別
さ
ら
に
各
資
金
構
成
費
目
別
に
分
析
し
て
当
時
の
財
政
赤

字
の
実
体
と
そ
の
イ
ン
フ
レ
1
シ
習
ン
効
果
を
解
明
し
て
い
る
。

「
銀
行
券
膨
張
原

因
分
析
」
で
は
、
銀
行
券
が
毎
月
中
日
本
銀
行
の
い
か
な
る
勘
定
を
通
し
て
ど
れ
だ
け

政
府
お
よ
び
民
間
へ
流
出
〈
あ
る
い
は
流
入
)
し
た
か
そ
の
経
路
を
た
ど
り
、
さ
ら

に
そ
の
原
因
に
つ
い
て
も
究
明
し
う
る
も
の
は
可
及
的
に
分
析
解
明
し
て
い
る
。
ま

た
「
各
支
庖
金
融
報
告
抜
辛
」
で
は
、
日
本
銀
行
の
全
支
庖
が
毎
月
所
管
地
域
の
金

融
経
済
情
勢
に
つ
い
て
本
庖
あ
て
に
提
出
し
た
金
融
報
告
の
う
ち
注
目
す
べ
き
動
向

に
つ
い
て
、「
概
況
」
「
預
金
」

「貸
出
」

「市
中
金
融
機
関
の
金
繰
り
」
「
通
貨
」
お
よ

ぴ
「
物
価
L

の
項
目
に
分
け
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
日
誌
」
は
お
お

む
ね
従
来
通
り
で
、
内
外
主
要
経
済
日
誌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
論
説
」
を
主
体
と
し
前
記
の
ご
と
き
各
資
料
を
掲
載
し
た
調
査
時
報
は
ご
十
二

年
五
月
発
行
分
(
掲
載
資
料
内
容
は
二
十
二
年
一
月
J
三
月
分
〉
を
第
一
号
と
し
、

爾
後
三
か
月
ご
と
に
二
十
五
年
四
月
発
行
(
同
内
容
は
二
十
五
年

一
月
I
=一
月
分
)

の
第
十
二
号
ま
で
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
ご
と
く
論
説
を
主
体
と
し
て
い

る
関
係
上
、
発
行
回
数
や
発
行
時
期
等
に
制
約
が
あ
り
、
こ
の
た
め
変
転
の
激
し
い

内
外
経
済
情
勢
の
推
移
に
次
第
に
即
応
し
得
な
い
と
い
っ
た
憾
を
生
ず
る
こ
と
と
な

り
、
二
十
五
年
六
月
号
〈
向
内
容
二
十
五
年
四
丹
分
〉
か
ら
は
後
述
の
ご
と
き
新
し

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
一
〉
」解
題

い
編
集
に
切
替
え
ら
れ
た
。

と
の
問
調
査
局
の
組
織
は
、
二
十
三
年
十
二
月
に
再
度
拡
充
強
化
が
図
ら
れ
、
内

国
調
査
課
に
一
一
一
係
(金
融
財
政
係
、
産
業
貿
易
係
、
庶
務
係
〉
、
外
国
調
査
課
に
こ

係
(
欧
米
係
、
東
亜
係
)
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
図
書
資
料
係
が
図
書
資
料
謀

と
な
り
、
同
時
に
こ
係

(
図
書
係
、
資
料
係
)
の
設
置
を
み
て
い
る
(
二
十
三
年
十

月
間
局
男
子
人
員
四
五
名
〉
。

ハ
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
J
同
三
十
年
十
一
月
間

昭
和
一
一
十
五
年
四
月
以
降
の
新
し
い
編
集
方
針
で
は
、
変
転
激
し
い
内
外
経
済
情

勢
の
推
移
に
即
応
し
う
る
よ
う
迅
速
と
簡
潔
を
旨
と
し
て
発
行
す
る
と
と
と
な
り
、

こ
の
た
め
発
行
回
数
を
増
や
し
て
月
刊
と
し
、
そ
の
名
称
を
「調
査
月
報
」
に
復
し
、

ま
た
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
論
説
よ
り
も
内
外
経
済
情
勢
の
分
析
資
料
に
主
眼
を
置

ぐ
と
と
と
な

っ
た。

掲
載
資
料
の
項
目
も
①
「
圏
内
経
済
概
観
」
、
②

「海
外
経
済
事
情
」
、
③

「論

説
」
、
④
「
日
誌
」
の
四
種
類
と
な
り
、
そ
の
う
ち
前
記
編
集
方
針
に
も
と
づ
き
「
圏

内
経
済
概
観
」
と
「
海
外
経
済
事
情
」
の
二
項
目
が
主
体
を
な
し
、
両
項
目
の
ペ
I

ジ
数
は
毎
月
報
(
総
ペ

ー
ジ
数

一
一一

0
1一一一一
0
ペ
ー
ジ
)
の
お
お
む
ね
六
J
八
割

に
遥
し
て
お
り
、
と
〈
に

「海
外
経
済
事
情
」
の
ペ
ー
ジ
数
が
講
和
条
約
発
効
(
二

十
七
年
四
月
)
以
降
国
際
経
済
と
の
交
流
拡
大
に
対
処
し
て
実
施
さ
れ
た
外
国
調
査

謀
の
拡
充
を
反
映
し
て
著
し
〈
増
加
(
二
十
五
年
中
平
均
一
九
ペ

ー
ジ
、
二
十
七
年

中
間
=
一八ペ

ー
ジ
、
三
十
年
中
間
六
九
ペ
ー
ジ
)
し
て
い
る
。

一
方
、「
論
説
」
は
国

内
あ
る
い
は
諸
外
国
の
金
融
財
政
経
済
に
関
す
る
も
の
が
月
一
J
二
編
掲
載
さ
れ
る

に
と
ど
ま
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
毎
月
報
の
ご

t
四
割
程
度
と
か
つ
て
の
翻
査
時
報

五



(
平
均
四
編
、
ペ
ー
ジ
数
は
毎
月
報
の
六
j
八
割
〉
に
比
べ
減
少
を
み
て
い
る
。
な

お
「
日
誌
」
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

次
に
と
れ
ら
掲
載
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
「
圏
内
経
済
概
観
」
で

は
毎
月
中
の
経
済
情
勢
を
①
財
政

・
金
融
、
②
通
貨
、
③
生
産
、
④
貿
易
、
⑤
商

況

・
物
価

1
@
賃
金

・
雇
用
の
諸
項
目
に
つ
い
て
多
数
の
関
連
計
数
を
駆
使
し
な
が

ら
分
析
し
て
お
り
、
ま
た
二
十
六
年
一
月
分
以
降
は
上
記
各
.項
目
の
動
向
を
総
括
し

景
況
の
基
調
を
解
説
し
た
概
況
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
月
に
よ
っ
て
は
特
別
事
項
の

項
目
を
掲
載
し
、
か
つ
て
の
要
録
に
類
す
る
主
要
経
演
事
項
概
要
を
記
載
し
て
い

る
。
「
海
外
経
済
事
情
」
で
は
、
概
況
に
お
い
て
毎
月
中
の
国
際
政
治
経
済
の
主
要

な
情
勢
を
概
観
し
た
あ
と
、
米
州
諸
国
、
西
欧
諸
国
、
共
産
関
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア

等
の
各
地
域
内
諸
国
の
経
済
動
向
と
当
面
す
る
経
済
問
題
等
に
つ
い
て
解
説
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た

「論
説
」
で
は
か
つ
て
の
調
査
時
報
の
場
合
と
同
様
に
、
内
外

金
融
財
政
経
済
に
つ
い
て
そ
の
時
々
の
注
目
す
べ
き
問
題
を
取
り
上
げ
て
論
述
し
て

い
る
も
の
の
ほ
か
、
情
勢
、
政
策
、
制
度
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
資
料
が
含
ま
れ
て

い
vr

。
以
上
の
ご
と
〈
調
査
月
報
の
内
容
は
時
代
の
要
請
に
即
応
し
て
改
善
充
実
を
み
て

い
る
が
、

一
方
、
調
査
局
の
組
織
も
そ
の
後
引
続
き
整
備
さ
れ
て
機
能
の
強
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
講
和
条
約
発
効
直
前
の
二
十
七
年
三
月
に
は
自
立
後
の
経
済

を
展
望
し
て
、
通
貨
制
度
、
外
貨
保
有
と
財
政
金
融
と
の
関
連
、
金
政
策
等
金
融
経

済
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
見
地
よ
り
特
別
の
訓
査
研
究
を
専
門
的
に
行
な
う

た
め
、
内
国
訓
査
課
に
特
別
調
査
係
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
十
七
年
五
月

講
和
条
約
発
行
直
後
に
は
先
に
若
干
触
れ
た
よ
う
に
わ
が
国
自
立
に
伴
う
国
際
経
済

ー」/、、

と
の
交
流
拡
大
と
い
っ
た
情
勢
に
対
応
し
て
、
外
国
調
査
課
(
欧
米
、
東
亜
の
二
係
)

が
欧
米
調
査
課
お
よ
び
東
亜
調
査
課
の
二
課
に
分
割
き
れ
、
さ
ら
に
欧
米
調
査
課
に

三
係
〈
米
国
係
、
歌
州
係
を
新
設
し
、
従
来
内
閣
調
査
課
所
属
の
庶
務
係
を
移
管
)

を
設
け
、
海
外
経
済
の
調
査
研
究
に
万
全
を
期
し
て
い
る
(
同
局
男
子
人
員
二
十
七

年
十
一
月
五
五
名
、
三
十
年
十
一

月
六
五
名
)
。

一、

昭
和
三
十
年
十
二
月
以
降

右
の
ご
と
き
内
外
経
済
情
勢
の
分
析
解
説
資
料
を
主
体
と
し
た
調
査
月
報
は
三
十

年
十
一
月
分
(
一一
一十
年
十
二
月
号
〉
ま
で
継
続
さ
れ
た
が
、
三
十
年
十
二
月
分
〈
一一一

十

一
年

一
月
号
)
か
ら
は
戦
後
四
回
目
の
新
し
い
編
集
方
針
に
も
と
づ
い
て
発
行
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
第
一
の
狙
い
は
、
調
査
月
報
を
金
融
機
関
等
に
対
す
る
日
本
銀
行
の
施
策
の

主
旨
徹
底
を
図
る
た
め
の
P
・
R
の
一
助
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
月
報
が
行
内
事
務
資
料
と
し
て
詳
細

な
記
録
の
整
理
保
存
を
主
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
の
と
は
、
か
な
り
大
き
な

変
更
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
編
集
方
針
が
改
め
ら
れ
て
、
①
詳
細
な
記
録
解
説
資

料
よ
り
も
読
み
や
す
い
論
説
に
重
点
を
置
く
と
と
、
①
発
行
が
時
期
遅
れ
、
と
な
ら
な

い
よ
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
慮
す
る
と
と
、
③
市
中
各
界
の
月
報
類
が
逐
年
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
、
こ
の
機
会
に
H
，木
銀
行
の
月
報
は
中
央
銀
行
の
月
報

ら
し
い
特
徴
を
打
出
す
こ
と
(
と
の
点
、
従
来
は
経
済
各
分
野
の
勤
き
を
比
較
的
詳

細
に
集
線
し
、
経
済
全
般
に
平
等
の
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
と
れ

を
改
め
金
融
的
視
点
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
た
〉
な
ど
に
主
眼
が
置
か
れ
る
よ
う

こ
工
つ
ニ
o

b

v

d

I

J

j
 



こ
う
し
た
編
集
方
針
に
則
し
て
掲
載
資
料
の
構
成
も
改
め
ら
れ
、
「
論
説
」

「
経
済

情
勢
」
「
資
料
」
に
三
区
分
さ
れ
た
う
え
で
、
「
論
説
」
に
は
従
来
同
様
内
外
経
済
関

係
論
文
が
二
J
三
編
鍋
載
さ
れ
、
「経
済
情
勢
」
に
は
「
概
観
L

「
圏
内
経
済
事
情
」

「
問
内
経
済
要
録
」
「
海
外
経
済
事
情
」
「
海
外
経
済
要
録
」
が
掲
げ
ら
れ
、
ま
た
「
資

料
」
に
は
海
外
の
金
融
関
係
制
度

・
法
令
の
解
説
や
論
調
、
重
要
物
資
の
国
際
比
価

(
参
考
と
し
て
キ
要
商
品
市
中
価
格
の
推
移
を
添
付
〉
、
円
誌
、
囲
内
主
要
経
済
指

標
、
諸
外
国
主
要
経
済
指
標
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
継
続
資
料
の
ほ

か
に
新
規
掲
載
の
も
の
や
復
活
し
た
も
の
も
加
わ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
多
ぐ
の
資
料

が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
掲
載
資
料
中
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
み
て
お
く
。
ま
ず
「
概

観
」
で
は
併
載
さ
れ
て
い
る

「
圏
内
経
済
事
情
」
と
「
海
外
経
済
事
情
」
で
の
記
載

内
容
を
取
り
ま
と
め
た
概
況
や
年
末
、
年
度
末
時
に
は
当
該

一
年
間
の
内
外
経
済
情

勢
に
つ
い
て
の
回
顧
等
が
主
に
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
圏
内
経
済
事
情
」
は
従
前

の
「
囲
内
経
済
概
観
」
の
継
続
資
料
で
、
毎
月
中
の
経
済
情
勢
を
①
通
貨
、
②
財
政

収
支
、
③
金
融
、
④
生
産

・
企
業
、
⑤
貿
易

・
外
国
為
替
、
@
商
況

・
物
価
、
⑦
株

式
市
況
の
項
目
別
に
概
説
し
て
お
り
、
そ
の
対
象
範
囲
は
従
前
の
「
圏
内
経
済
概
観
」

に
比
べ
企
業
、
外
国
為
替
、
株
式
市
況
が
独
立
項
目
と
な
っ
た
反
面
、
賃
金

・
雇
用

が
独
立
項
目
で
な
く
な

っ
て
い
る
。

「海
外
経
済
事
情
」
で
は
宵
頭
に
毎
月
中
の
「
国

際
情
勢
」
を
概
観
し
た
あ
と
、
「
欧
米
諸
国
」
、
「
ア
ジ
ア

及
び

濠
州
L

の
各
国
に
つ

い
て
毎
月
中
の
金
融
経
清
情
勢
を
概
説
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
従
前
の

「海
外
経
済

事
情
」
と
同
様
で
あ
る
。
「
重
要
物
資
の
国
際
比
価
」
は、

わ
が
国
物
価
の
割
高
傾

向
、
ひ
い
て
は
国
際
収
支
の
不
安
定
と
い
っ
た
情
勢
下
で
、
わ
が
国
重
要
商
品
相
場

「日
木
銀
行
調
査
月
報
〈

一〉
」
解
題

を
海
外
の
そ
れ
と
対
比
し
、
商
品
別
の
国
際
競
争
力
の
検
討
に
資
す
る
た
め
に
新
規

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
内
重
要
輸
出
商
品
お
よ
び
原
材
料
の
中
か
ら
、
海

外
主
要
函
の
相
場
と
同
一
の
ベ

ー
ス
で
比
較
し
得
る
商
品
銘
柄
を
、
選
び
、
か
つ
彼
我

の
受
渡
条
件
等
を
出
来
る
限
り
統
一
調
整
し
た
う
え
で
毎
月
作
成
さ
れ
て
い
る
〈
但

し
、
本
資
料
中
と
の

「
昭
和
続
編
」
の
収
録
対
象
期
間
内
の
も
の
は
あ
ず
か
に
三
十

年
十
二
月
の
一
か
月
分
に
と
ど
ま
る
の
で
そ
の
収
録
を
割
愛
し
た
〉
。
こ
の
ほ
か
、

毎
月
中
の
内

「
要
録
」
は
二
十
二
年
一
月
以
降
廃
止
さ
れ
て
い
た
も
の
の
復
活
で
、

外
の
主
要
経
済
事
項
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
掲
秘
し
て
お
り
、
ま
た
凶
内
お
よ
び
請

こ
の
う
ち

外
国
の

「主
要
経
済
指
標
」
は
い
ず
れ
も
新
規
掲
載
資
料
で
あ
る
が
、

「
国
内
主
要
経
済
指
標
」
は
従
前
の
「
園
内
経
済
概
観
」
付
属
計
表
の
代
替
資
料
と

し
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
戦
時
中
か
ら
戦
後
十
年
間
に
お
け
る
調
査
月
報
掲
載
資
料
の
ホ
件
選

を
跡
付
け
て
き
た
が
、
こ
の
問
、
経
済
情
勢
の
変
転
に
伴
う
時
代
的
要
請
や
作
成
主

体
た
る
調
査
局
の
機
構
の
拡
充
等
に
即
応
し
て
四
回
に
わ
た
り
編
集
方
針
の
改
訂
を

み
、
そ
の
都
度
中
心
と
な
る
掲
載
資
料
が
変
更
き
れ
て
い
る
ほ
か
、
資
料
に
よ
っ
て

は
途
中
廃
止
と
な
っ
た
も
の
や
一

時
中
断
後
復
活
を
み
た
も
の
も
あ
る
な
ど
、
掲
載

資
料
の
連
続
性
に
欠
け
る
と
い
っ
た
難
点
が
あ
る
。

し
か
し
、
主
要
掲
載
資
料
の

「
論
説
」は
終
戦
間
も
な
い
二
十
二
年
一
月
か
ら
継
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

記
録
資
料
と
し
て
連
続
性
が
求
め
ら
れ
る
圏
内
お
よ
び
海
外
経
済
情
勢
に
関
す
る
項

日
は
戦
後
十
年
間
の
う
ち
二
十
二
年

一
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
ま
で
の
三
年
三
か
月

間
掲
載
が
中
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
と
の
聞
の
圏
内
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
同
種

~I:: 



資
料
で
既
に
本

「昭
和
続
編
」
第
-
巻
に
収
録
し
た
「
日
本
銀
行
特
別
経
済
月
報
」

に
よ
り
完
全
に
補
完
す
る
と
と
が
出
来
る
の
で
、
利
用
上
何
ら
支
障
は
な
い
。
ま
た

「要
録
L

に
つ
い
て
は
、
掲
載
期
間
は
二
十
年
八
月
J
二
十

一
年
十
二
月
間
と
=
一
十
年

十
二
月
の
短
期
間
に
と
ど
ま
り
不
掲
載
期
間
の
方
が
多
い
が
、
こ
の
不
掲
載
期
間
の

う
ち
二
十
四
年
一
月
以
降
に
つ
い
て
は
日
本
銀
行
総
務
部
作
成
に
よ
る
「
総
務
部
短

信
L

に
よ
っ
て
金
融
関
係
の
要
録
に
つ
き
か
な
り
の
程
度
補
完
し
得
る
の
で
同
資
料

を
後
述
の
ご
と
く
第
六
巻
に
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

「総
務
部
短
信
」
は
同

行
総
務
部
が
行
内
事
務
資
料
と
し
て
同
行
業
務
の
遂
行
上
必
要
な
諸
施
策
の
設
定

・

改
廃
あ
る
い
は
そ
の
実
施
状
況
の
概
要
等
に
つ
い
て
毎
伺
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、

い
わ
ば
日
本
銀
行
の
主
要
な
業
務
活
動
要
録
で
あ
る
。
た
だ
本
資
料
の
数
量
は
か
な

り
膨
大
な
量
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
全
文
の
収
録
は
紙
幅
の
制
約
か
ら
困
難
で
あ
る

の
で
、
金
融
政
策
運
営
上
の
重
要
事
項
の
み
の
抄
録
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

な
お
、
と
こ
で
戦
後
十
年
間
の
調
査
月
報
の
体
裁
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
〈
と
、

印
刷
は
戦
前
(
昭
和
三
年
十
一
月
分
以
降
〉
同
様
に
活
版
刷
で
冊
子
の
体
裁
を
と
っ

て
い
る
が
、
判
の
大
き
さ
は
二
回
に
わ
た
っ
て
変
更
を
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
戦
前

よ
り
二
十

一
年
十
二
月
分
ま
で

B
5
判
で
あ
っ
た
が
、
二
十
二
年
一
月
に
前
記
の
ご

と
く
編
集
方
針
が
改
訂
さ
れ
、
名
称
も
「
調
査
時
報
」
と
改
め
ら
れ
た
際
に
判
の
大

空
き
も
A
5
判
に
変
更
さ
れ
て
従
来
よ
り
一
間
り
小
さ
く
な
っ
た
。
こ
の
大
き
き
は

三
十
年
十

一
月
分
ま
で
継
続
さ
れ
た
が
、

一二
十
年
十
二
月
の
編
集
方
針
改
訂
の
際
に

は
再
度
B
5
判
と
な
り
、
ま
た
同
時
に
版
組
み
も
従
来
の
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
改

め
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
収
録
に
当
っ
て
は
印
刷
製
木
上

の
便
宜
を
考
慮
し
て
す
べ
て
縦
書
き
に
組
替
え
て
印
刷
し
て
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お

く〈参
考
)

八

O
戦
後
十
年
間
の
「
調
査
月
報
」
掲
載
資
料
の
構
成
・
体
裁
変
遷

一
覧

観

L

…価日

朝観町一

仁

泌

外

経

済

事

情

一/

/

/

/

一
梅
外
経
済
事
情
一
海
外
経
済
事
情

{
一
要
録
一/

/
ソ
/
一日刊誌

朝一川
川
ド
門
以
同
レ
同
レ

色
川

υ
v
LK
|山口
υv医
|

|
同

:
庁
I

l

-

-

同
庁
[
1
1同
ト

MI--巴
同
|
|
|
ゆ

L
何
十
い
にげ

v仁
h

属
統
同
一
回
ぽ

法

一
日

3

6

9

U
発

一

一

一

間

一
泊
伊
川
山
川
戸
川
広
川
~
畑

一
季
刊
(
年
4
団
)
一
月

刊

一

月

刊

先

一
m
m
n
n
n
n
の
行

一

一

一

山

一
B
5
判
縦
書
き

一
A
5
判
縦
書
き
一

一
i
B
5
判

?

2|2町国
内
可
々
1
R

A
5
判
・
縦

0時JUJは掲載資料内容の時期による(発行月でない)。
oc統計)は剖/8-11号のみ掲載。

(桂)



(
参
考
)

O
戦
中
お
よ
び
戦
後
十
年
間
の
日
本
銀
行
調
査
局
の
機
構
変
遷
一
覧

(
昭
和
十
五
年
八
月
以
除
)
(
同
十
七
年
五
月
以
降
)
{
同
ニ
+
年
四
月
以
降
)

調
査
局

金
倣
財
政
係

産
業
貿
易
係

外

国

係

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
一
〉
」
解
題

図

書

係
1
1
図
書
係

!ll; 

務

l~~ 

調
盗
部

(係
制
緩
止

明
嗣
査
局 (

問
年
十
月
以
降
)

同
年
十
二
月
以
降
)

(
同
二
十
三
年
十
二
月
以
降
}

同
二
十
七
年
三
月
以
降
)
(
問
年
五
月
以
降
)

寸
図
魯
係
l
i
l
-
-
図
掛
係

1
1
1
1
1
1
1
8
図
書
係
1
1
l
i
l
i
-
-

1
図
書
1
1
1
8
凶
魯
資
科
係
「
t
i
図
書
資
料
課
ム

『

資

料

係

(

資

料

統
計
謀

一

一

腕
止
)

一

資
料
統
計
課
ム

「
資
料
係
・
1
1
1
1
資
料
M
m
i
t
-
-

I
l
e
a
資
料
係
1
6
1
1
1
1
1
』

1

「
統
計
係
B
t
V
統
計
局
へ

ー
庶
務
係
-
I

l
i
-
-股
務
係

内
国
制
刑
事
韮
1
1
1
1
1
1
・
内
閣
制
益
課
i

!

内
一
凶
綱
迩
平
寸
金
融
財
政
係
1

;

金
融
財
政
係
i

t

'
s
-
t
金
融
財
政
係
eT
t

i

t

t

T
産
業
貿
易
保

!

!
産
業
貿
易
係
E
1
1
1
1

1
産
業
貿
易
係
'
ム
1
1
1
1
1

「

特
別
飼
査
係
i

t
I
t
E
E
特
別
澗
査
係
'
L
I
-
-
'
I
!

』、
『、

L
 

米
一
凶
事
情
初
先
室

(川崎
年
7
月
7

2
8
1
1
1
'
s
h

H
米
国
係
;

1

1
欧
米
係
1

1

1
1・
欧
米
係
;
t
1
1
1
1
欧
米
鏑
進
議
土
‘
欧
州
係
;

!

外
国
調
査
課
i
i
g
z
z
a
-
-
e
外
周
陶
議
採
E
B
t外
国
調
査
諌
ム

E
庶
務
係
i

l

r東
亜
係
'
'
'
'
1
来
援
係
・
1
1
1
1
1
1
東
盟
関
益
課
・
1
1
1
1
1

，
•• 

「
特
別
調
護
室
E
B
E
f
i
t
-
'
特
別
潟
査
室

臨
時
例
議
室

{
幻
年
U
月
l
n年
4
月
7
1

W
参
事
室

九



ご
、
第
二
巻

f
第
六
巻
の
編
集
方
針

収
録
資
料
の
分
類

前
記
の
と
お
り
終
戦
時
以
降
昭
和
三
十
年
末
ま
で
の
調
査
月
報
掲
載
資
料
の
う
ち

約
八
割
相
当
の
も
の
を
今
回
収
録
対
象
と
し
、
こ
れ
を
第
二
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
の

計
五
巻
に
配
列
す
る
こ
と
と
し
た
が
、

同
収
録
資
料
の
各
巻
へ
の
配
列
に
当
っ
て

は
、
利
用
上
の
使
宜
を
考
慮
し
て
、
月
次
順
に
各
月
報
を
配
列
し
て
い
く
方
法
は
と

ら
ず
、
各
月
報
の
掲
載
資
料
を
種
類
ご
と
に
区
分
整
理
を
行
な
っ
た
う
え
で
、
同
一

種
類
の
資
料
は
ま
と
め
て
収
録
す
る
こ
と
と
し
、
次
の
ど
と
ぐ
五
種
類
に
分
類
し

7こ。
①
経
消
情
勢
調
査

れ
ま
)

訓
査
月
報
掲
載
資
料
中
、

「
園
内
経
済
事
情
」
、
「海
外
経
済
事
情
」
お
よ
び

「要
録
〈
国
内

・
海
外
)
」
の
経
消
情
勢
関
係
資
料
を
ま
と
め
て
収
録
し
た
。

(
注
)

「国
内
経
済
事
情
」
の
資
料
名
称
は
昭
和
三
十
年
十
二
月
以
降
使
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
前
記
の
と
お
り
、
二
十
年
八
月
J
二
十

一

年
十
二
月
間
は
「
財
界
概
況
」
「
金
融
状
況
」
「
有
価
証
券
市
況
」
お
よ
び
「
産
業

状
況
」
の
各
名
称
で
、
ま
た
二
十
五
年
四
月
J
三
十
年
十

一
月
間
は

「国
内
経

済
概
観
L

の
名
称
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

② 
呈4
日間

説

同
掲
戟
資
料
中
内
容
が
「
論
説
」
に
相
当
す
る
も
の
の
み
を
ま
と
め
て
収

録
し
た
。

③ 
資

料

(
注
)

問
掲
載
資
料
中
「
資
料
」
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み
を
ま
と

。

め
て
収
録
し
た
。

〈注〉

こ
の

「
資
料
L

中
に
は
、
前
記
の
と
お
り
二
十
二
年
一
月
か
ら
二
十
五
年

三
月
ま
で
掲
秘
さ
れ
た
「
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
L

「
日
本
銀
行
勘
定
に

依
る
銀
行
券
膨
張
原
因
分
析
」
お
よ
び
「
各
支
府
金
融
報
告
抜
平
」
の
一一一
資
料

が
含
ま
れ
て
い
る
。

④ 
日

誌

同
掲
載
資
料
中
「
日
誌
」
を
ま
と
め
て
収
録
し
た
。

⑤
計

表
:
:
:

前
記
「
閣
内
経
済
概
観
」
付
属
計
表
中
掲
載
期
間
の
短
い
補
足
的
計
数
や

毎
月
の
重
複
計
数
等
を
除
い
た
も
の
と
「
主
要
経
済
指
楳
」
中
の
計
数
を

主
休
と
し
、

ζ
れ
に
接
続
、
遡
及
、
補
填
等
所
要
の
整
備
を
行
な
っ
て
作

成
替
え
し
た
う
え
で
、
ま
と
め
て
収
録
し
た
。

な
お
、
以
上
の
ご
と
き
掲
戟
資
料
の
ほ
か
に
、
「
付
録
」
と
し
て
前
記
の
と
お
り

「
総
務
部
短
信
」
(
抄
録
)
を
「
要
録
」
の
補
完
資
料
と
し
て
収
録
し
た
。
ま
た
第
六

巻
末
尾
に
調
査
月
報
各
号
の
目
次
の
み
を
す
べ
て
取
り
ま
と
め
た
「
制
査
月
報
総
目

次
」
を
収
録
し
た
が
、
こ
れ
は
前
記
の
ご
と
く
掲
枇
資
料
を
同
一
種
類
ご
と
に
分
類

替
え
し
て
収
録
し
た
と
と
か
ら
、
各
月
報
の
資
料
掲
載
の
原
形
が
失
わ
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
目
次
の
上
で
復
元
し
岡
原
形
が
あ
る
程
度
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
と

併
せ
て
索
引
と
し
て
の
利
用
の
使
を
も
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

(ニ)

収
録
資
料
の
巻
別
配
分

前
記
の
ご
と
く
五
種
類
に
分
類
整
担
し
た
収
録
資
料
を
各
巻
へ
配
分
す
る
に
当
っ



て
は
、
編
集
作
業
上
の
便
宜
や
巻
別
ペ
ー
ジ
数
の
案
分
〈
各
巻
八

0
0ペ
ー
ジ
の
基

て
事
項
別
に
区
分
の
う
え
作
成
時
期
順
に
配
列
し
、
ま
た
「
資
料
」
等
そ
の
他
の
収

準
〉
等
を
勘
案
し
て
次
の
と
お
り
と
し
た
。

録
資
料
は
原
則
と
し
て
月
次
願
に
配
列
し
た
。

巻

名

(
収
録
資
料
区
分
〉

次
に
こ
れ
ら
収
録
資
料
の
記
載
事
項
あ
る
い
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き

第
二
巻

日
本
銀
行
調
査
月
報
(
一
)
:
;
:
経
済
情
勢
調
査
(
そ
の

一
〉

で
あ
る
が
、
前
記
の
ご
と
く
一
種
類
の
資
料
が
二
J
三
巻
に
ま
た
が
っ
て
収
録
さ
れ

第
三
巻

日
木
銀
行
調
査
月
報
(
二
)
:
;
:
経
済
情
勢
制
査
(
そ
の
二
〉

て
い
る
の
で
、
便
宜
上
そ
の
説
明
は
次
の
ご
と
〈
各
巻
の
解
題
に
お
い
て
行
な
う
と

第
四
巻

日
本
銀
行
調
査
月
報
会
一
)
:
;
:
経
済
情
勢
調
査
(
そ
の
三
)

と
と
し
た
。

第
五
巻

日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
四
)
:
;
:
論
説
〈
そ
の
一
〉

O
「
圏
内
経
済
調
査
L
i
---第
三
巻
解
題

第
六
巻

日
本
銀
行
調
査
月
報
(五
)
・::・論
説
(
そ
の
二
〉
、
資
料
、
日
誌
、
計
表
、

O
「
海
外
経
済
調
査
」
:
:
:
第
四
巻
解
題

付
録

O
「論

説
」
;
:
:
第
五
巻
解
題

な
お
右
の
資
料
配
分
中
、
経
済
情
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
寸
国
内
経
済
調
査
」
〈
第

二
巻
お
よ
び
第
主
巻
に
収
録
)
と
「
海
外
経
済
調
査
」
(
第
三
巻
お
よ
び
第
四
巻
に
収

録
)
に
区
分
し
、
各
区
分
内
は
月
次
順
に
配
列
し
た
。

「論
説
」
は
そ
の
内
容
に
よ
っ

O
「
資
料
、
日
誌
、
計
表
、
付
録
L
:
:
:
第
六
巻
解
題

最
後
に
上
述
し
た
第
二
巻
J
第
六
巻
の
編
集
体
系
の
概
要
を
参
考
ま
で
に
一
覧
表

に
し
て
掲
載
し
て
お
く
。

〈
参
考
)

O
第
二
J
六
巻
「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
の
編
集
体
系
概
要

日第

本 ー
巻銀 一

行巻
調

査

月
報

名
〆-、

一
、』ノ

京王

済

勢
資 l

調

査

〆ー、
.7c 。') ~I 
一
'-J 

一'一

国

内
内 区

経
語1 ' 

済

調
区 分

査

上
分

l主| 要産有金財
月

Vョ 布日
報

経
錦業証 融界

掲
資

r、、

請
|覇 券 載
内状 状概

概 関 市 資 事}

怒況況況況
料

観

内

25 20 期. . 
4 8 

n廿h 

29 21 . . 
6 12 間

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
一
)
」
解
題
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